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用 され,こ れ らは,食 塊形成や嚥下に影響を及ぼ











方5mmと した場合 を下部とした。固定用 シーネ

































より生 じた空気圧 の変動 を,差 動圧力 トランス
デューサで電位に変換 し,汎用 トランンスデュー
サアンプにて増幅,ADボ ー ドにてAD変 換 し,
パーソナルコンピュータ上に圧力波形 として表示
する。データは5ms毎 に記録 し,そ の解析には

























サのパ ッド部が被験者の前頸部に対 して平行 とな
るように固定 した。
















回復 した。また,同一被験者で繰 り返 し測定 した





除され ることになり,セ ンサの圧は最初に低下 し,
その後回復 したものと考えられた。 また,同 一被







意な差 はみ られなかった。 しかし,セ ンサを喉頭
隆起中央部に設置すると前者が大 きく,後者が小





を捉 えることで嚥下運動を分析す るため,嚥 下造
影検査や嚥下内視鏡検査のように誤嚥の判定をす
ることはで きない。 しか し,放射線被曝や組織損
傷の リスクがなく,口腔や鼻腔,咽 頭に設置され
る部分がないため装置による嚥下運動に対する障
害 も少ないとい う特徴 を有す る。前報16)で,嚥下
の円滑 さの違いが波形に明確に表れることを報告














　よって著者らは,非 侵襲性に繰 り返 し嚥下機能
検査を行 うための装置として空気圧力センサを応
用 した嚥下運動分析装置を試作 した。前報16)では,






能検査法 を確立す ることを目的に,セ ンサ設置位
置による圧変動の差異を調べ,セ ンサの適切な設
置位置を検討 した。
　 センサの設置位置を,喉 頭隆起最突出部(中 央
部)と その上方5mm(上 部),下方5mm(下 部)
の3箇所に設定 し,圧変動 を調べたところ,上 部
の場合には,嚥下開始後に圧は上昇→下降の順に
変化 し,中央部 と下部では逆 となった。嚥下の咽
頭期には甲状軟骨が挙上 し,その後安静時の位置
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上昇 し,次 いで下降 したのに対 し,中央部と下部
では圧が下降 しその後回復 した。
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